
◎主な内容

市総合計画後期基本計画を策定（関連２、３㌻）

高齢者生活の悩み相談は地域包括支援センターへ（関連４、５㌻）

あなたの悩みと解決先をつなぐ民生委員・児童委員一覧（関連６、７㌻）

◎表紙
収穫した八幡平バイオレットを持つ生産者◎表紙
市小学校陸上競技会が２年振りに開催（関連 21㌻）

◎主な内容
前八幡平市長田村正彦 退任のごあいさつ（関連２～３㌻）

松尾保育所が開所（関連４～５㌻）

農業委員、農地利用最適化推進委員を選任（関連６～７㌻）

１１
㌢
で
も
高
く
ッ
！

㌢
で
も
高
く
ッ
！

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市
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こ
の
度
、令
和
３
年
10
月
１
日
を
も
っ
て

八
幡
平
市
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。16
年

前
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

い
た
だ
き
初
代
八
幡
平
市
長
に
就
任
以
来
、

あ
っ
と
い
う
間
の
16
年
で
し
た
。就
任
し
て

間
も
な
く
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

地
域
経
済
の
疲
弊
、そ
し
て
想
像
し
た
こ
と

も
な
か
っ
た
政
権
交
代
に
よ
る
混
乱
、10
年

を
経
た
今
日
で
も
深
い
爪
痕
を
残
し
て
い

る
東
日
本
大
震
災
、そ
れ
に
伴
い
遠
く
離
れ

た
我
が
市
に
ま
で
影
響
を
与
え
た
原
発
事

故
、今
正
に
国
民
全
て
が
憂
い
そ
し
て
収
束

に
向
け
立
ち
向
か
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、め
ま
ぐ
る
し
く
そ
し
て

急
激
に
変
化
す
る
市
を
取
り
巻
く
環
境
、そ

う
い
っ
た
中
で
あ
っ
て
も
市
長
に
課
せ
ら

れ
て
い
る
の
は
、い
か
な
る
変
化
が
あ
っ
た

と
し
て
も
市
民
の
暮
ら
し
の
維
持
向
上
、社

会
的
弱
者
へ
の
支
援
、市
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
学
び
、活
動
す
る
た
め
の
環
境

前八幡平市長　田村正彦

　退任のごあいさつ

昭和45年３月に駒澤大学経済学
部を卒業。平成元年９月30日から
５年６カ月にわたって西根町議会
議員を、平成７年４月30日から10
年４カ月にわたって県議会議員を
務める。平成17年10月２日からは
初代八幡平市長として、市の発展
に尽力。４期16年を勤め上げる。

略歴整
備
な
ど
を
念
頭
に
、信
念
を
持
っ
て
今
日

ま
で
頑
張
れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
れ

も
こ
れ
も
市
民
の
皆
さ
ま
そ
し
て
議
会
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
が
あ
っ
た
れ

ば
こ
そ
と
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
か
ら
60
数
年
前
の
昭
和
の
大
合
併
、西

根
・
安
代
で
は
経
験
し
た
方
は
お
ら
れ
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
市
民
の
方
、
そ
し
て
自
治

体
職
員
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
経
験
、試
練

だ
っ
た
訳
で
す
が
、そ
れ
を
乗
り
越
え
新
生

八
幡
平
市
が
平
成
17
年
９
月
１
日
に「
農み

の
り

と

輝ひ
か
り

の
大
地
」を
テ
ー
マ
に
誕
生
し
ま
し
た
。

合
併
に
関
わ
っ
た
全
て
の
皆
さ
ま
に
は
そ

の
決
断
に
、改
め
て
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
す
。
合
併
の
根
拠
に
な
っ
た
も
の

は
、主
に
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
自
治
体
に
お
け
る

財
政
状
況
の
悪
化
に
あ
っ
た
も
の
と
思
っ

て
お
り
、
市
長
就
任
以
来
、
市
民
生
活
の
向

上
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
ま
ず

も
っ
て
合
併
時
３
６
０
億
に
も
上
る
借
金

の
圧
縮
、い
わ
ゆ
る
財
政
の
健
全
化
と
同
時

に
、
合
併
に
よ
っ
て
過
疎
化
が
進
む
市
に

あ
っ
て
、よ
り
過
疎
化
が
進
む
地
域
に
住
む

市
民
の
皆
さ
ま
の
合
併
に
よ
っ
て
地
域
が

取
り
残
さ
れ
る
の
で
は
と
い
う
不
安
、こ
の

解
消
を
図
る
こ
と
を
最
重
点
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
と
し
て
庁
舎

建
設
、
市
立
病
院
の
移
転
新
築
、
松
川
地
熱

発
電
所
か
ら
の
引
湯
管
の
更
新
、キ
ャ
ト
ル

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、田
山
ス
キ
ー
場
の
市
有

化
、
大
更
駅
周
辺
整
備
、
子
育
て
支
援
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
展
開
を
し
な
が
ら
も
、大
幅
に
借
金

を
減
ら
し
財
政
の
健
全
化
が
図
ら
れ
ま
し

た
。地
域
の
こ
と
は
地
域
で
と
い
う
観
点
か

ら
市
内
12
カ
所
に
地
域
振
興
協
議
会
、協
議

会
の
考
え
を
実
行
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、合

併
前
旧
自
治
体
が
取
り
組
ん
で
き
た
産
業

振
興
策
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
合

併
に
伴
う
地
域
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消

で
き
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
退
任

に
当
た
っ
て
残
念
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は

一
つ
だ
け
、
私
は
県
議
会
議
員
当
時
か
ら

今
日
ま
で
と
に
か
く
多
く
の
人
と
会
っ
て

市
民
の
皆
さ
ま
の
思
い
を
行
政
に
反
映
さ

せ
て
い
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
土
日
昼
夜
を

分
か
た
ず
市
民
の
皆
様
と
触
れ
合
っ
て
来

ま
し
た
。し
か
し
任
期
最
後
の
１
年
半
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
で

そ
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
16
年
間

の
御
礼
と
市
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
大
い

に
語
り
合
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

が
か
な
わ
ず
忸じ

く
じ怩
た
る
思
い
で
す
。

　
八
幡
平
市
は
第
一
次
産
業
、
観
光
、
商

工
業
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
す
ば
ら
し
い

市
で
す
。
そ
し
て
気
候
に
も
恵
ま
れ
国
立

公
園
を
抱
え
、
自
然
豊
か
で
地
熱
と
い
う

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
市
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
環
境
を
生
か
し
益
々
発
展
で

き
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ

こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を

持
っ
て
こ
れ
か
ら
も
生
き
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
市
を
引
き
継
ぐ

新
た
な
市
長
も
誕
生
し
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ま
、
議
会
、
行
政
が
連
携
し
ス
ク
ラ

ム
を
組
ん
で
さ
ら
に
発
展
し
て
行
く
こ

と
を
大
い
に
期
待
し
て
退
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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令
和
元
年
度
か
ら
建
設
を
進
め
て
い

た
統
合
保
育
所
が
松
尾
総
合
運
動
公
園

の
北
側
に
完
成
し
、「
松
尾
保
育
所
」と

し
て
10
月
１
日
に
開
所
し
ま
し
た
。
南

に
岩
手
山
を
望
む
高
台
に
立
ち
、
周
囲

の
景
観
に
な
じ
み
、
広
い
所
庭
や
市
産

材
を
使
用
し
た
温
か
み
の
あ
る
建
物
が

特
徴
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
フ
ェ
ン
ス
に

よ
り
安
全
対
策
も
考
慮
。
安
全
・
安
心
に

活
動
で
き
る
場
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
支
え
ま
す
。

　

松
野
・
寄
木
保
育
所
は
開
所
か
ら
40

年
以
上
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴

う
暑
さ
、
寒
さ
対
策
や
調
理
設
備
の
更

新
、
年
齢
に
合
わ
せ
た
保
育
室
の
確
保

な
ど
の
保
育
環
境
設
備
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
両
保
育
所
の
統
合
に
よ

り
、
年
齢
に
合
わ
せ
た
遊
具
や
保
育
室

な
ど
を
整
え
、
多
様
な
保
育
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
こ
と
で
諸
問
題
の
解
決
を
図

る
と
と
も
に
、
市
全
体
と
し
て
要
望
の

多
い
２
歳
児
以
下
の
受
け
入
れ
数
の
上

限
を
増
や
す
こ
と
で
、
働
き
な
が
ら
子

育
て
を
す
る
世
代
の
支
援
に
つ
な
げ

ま
す
。

　

少
子
化
が
進
む
中
、
子
育
て
を
め
ぐ

る
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
、
今
後
も
保
育

環
境
の
充
実
に
努
め
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
作
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

松尾保育所が開所
　　松野保育所と寄木保育所の２つの公立保育所が統合し、10月1日に「松松野保育所と寄木保育所の２つの公立保育所が統合し、10月1日に「松
尾保育所」として新たに開所しました。同保育所は、ニーズの多い0歳か尾保育所」として新たに開所しました。同保育所は、ニーズの多い0歳か
ら２歳児の受け入れに対応するため、保育室を広くし定員数を増やすこら２歳児の受け入れに対応するため、保育室を広くし定員数を増やすこ
とで待機児童の解消が期待されます。とで待機児童の解消が期待されます。
　本号では、同保育所の概要や特徴などを紹介します。　本号では、同保育所の概要や特徴などを紹介します。
■問い合わせ先　地域福祉課児童福祉係（☎・内線 1105）■問い合わせ先　地域福祉課児童福祉係（☎・内線 1105）

　
  保育所の概要
　◆延べ床面積　1,586.72 平方メートル
　◆構造　　　　木造一部鉄骨造平屋建て
　◆定員　　　　150㆟

保護者の声

　所庭も建物も広々とし
ていて、室内でもとても
明るく感じる。豊かな自
然の中で心を育み、たく
さんの友達とのつながり
を大切にしながらのびの
び成長してほしい。

1/安全性を考えて飛び出し防止柵が設置された玄関　
2/広々とした玄関ホール　3/年齢に合わせた設備
が整う保育室　4/明るく風通しの良い未満児専用の
中ホール　5/約５㍍の天井高で子どもたちが楽しく
遊べる明るい大ホール　6/岩手山を望む広々とした
所庭　7/遊具や砂場も設置されている未満児専用の
所庭　8/安心・安全・おいしい給食を支える調理室

1

4５ 3

２

寄木保育所保護者会
会長　中軽米史

ふ み え

恵
松野保育所保護者会
会長　小野寺ゆう子

　建物の広さと、木の香
りがとても心地良い。環
境が変わり、戸惑う子も
いると思うけれど、多く
なるクラスの友達から
良い刺激を受け、成長し
てほしい。

友達増やし刺激に のびのび成長を

8 7 6

【写真】㈱遠忠提供
　
　保育所の特徴
　
　◆安心安全な保育所
　・多くの子どもたちが遊べるように広い所庭を確保
　・野生動物の侵入を防ぐフェンスを２重で設置
　・防犯カメラを設置し、不審者の侵入を防止
　・建物の内外を見渡せるように事務室を中央に配置
　◆成長を促す部屋づくり
　・未満児も安全に活動できるように専用の所庭と中
　　ホールを設置
　・大ホールは天井が高く、明るい開放的な空間
　◆八幡平市ブランドの活用
　・主に市産材を使用し、放射冷暖房システムなど市
　　内企業製品を採用

0405 No.316 ◎2021．10.7



　農業委員会等に関する法律に基づき、新たな農業委員と農地利用
推進員が選任されました。
　選任された農業委員と農地利用最適化推進委員の任期は、９月１
日から令和６年８月３１日までの３年間です。
■問い合わせ先　農業委員会事務局（☎・内線１３５１）

工藤　嘉
よしみつ
充（43）

＝間羽松＝
古川　美

み え こ
枝子（62）

＝大花森＝
向久保　勉

つとむ
（56）

＝山後＝
山本　範

の り お
夫（70）

＝舘市＝
大森　直

な お こ
子（49）

＝荒屋＝

松村　勝
かつひこ
彦（65）

＝両沼＝
𠮷田　晃

あきら
（45）

＝南平笠＝
髙橋　栄

えいみつ
光（66）

＝南寄木＝
中村　一

かずひこ
彦（67）

＝荒木田＝
竹田　和

か ず お
夫（57）

＝中関＝

阿部　正
まさみつ
光（60）

＝畑２区＝
菊田　健

た け お
生（57）

＝両沼＝
熊澤　威

たけひと
人（43）

＝川原目＝
小山田　和

かずよし
義（71）

＝浅沢第１＝
國
く に し
司　功

いさお
（49）

＝中平笠＝

日戸　重
し げ お
雄（71）

＝渋川＝
田村　昭

あ き お
雄（63）

＝笹目＝

農地守る農業委員・農地利用
最適化推進委員を選任

立柳　優
まさる
（69）

＝上野駄＝

会　
長

三浦　美
み え こ
恵子（64）

＝大石平＝

会
長
職
務
代
理
者

羽澤　良
よしかず
和（62）

＝五日市３区＝
立花　忠

ただひこ
彦（53）

＝畑１区＝
三浦　義

よしはる
春（71）

＝日瀬通＝
三浦　隆

たかし
（67）

＝平長＝
種市　幸

さ ち お
雄（75）

＝新町中央＝

髙橋　栄
えいえつ
悦（66）

＝南寄木＝
髙橋　光

みつひろ
廣（69）

＝上野駄＝
小原　ふく子（68）

＝野駄＝
山口　勉

つとむ
（65）

＝上寄木＝

津志田　明
あ き お
夫（64）

＝堀切＝
米田　公

ひろあき
明（74）

＝野駄＝
髙橋　和

か ず お
夫（69）

＝北寄木＝
髙橋　憲

けんいち
一（69）

＝寄木新田＝

髙橋　秀
ひ で み
美（59）

＝南平笠＝
田村　保

やすぞう
造（66）

＝わし森＝
遠藤　勇

いさみ
（68）

＝帷子＝
齋藤　德

とくしげ
重（73）

＝寺田＝
中村　政

まさひろ
宏（67）

＝荒木田＝

田村　忍
しのぶ
（47）

＝山子沢＝
工藤　廣

ひろみち
導（72）

＝北村＝
佐々木　俊

としみち
通（46）

＝渋川開拓＝
工藤　彰

あきら
（39）

＝高宮＝
畠山　和

か ず お
雄（71）

＝渋川開拓＝

工藤　章
あ き お
夫（61）

＝中村＝
田村　真

ま ゆ き
行（52）

＝岡村＝

農業委員　１9人（敬称略）

農地利用最適化推進委員　27人（敬称略）

　任期満了に伴い、市議会の同意を得て新たな農
業委員19人が市長から任命されました。
　また、委員の互選により立柳優委員が会長に、
三浦美恵子委員が会長職務代理者に選出されま

　任期満了に伴い、新たな農地利用最適化推進委員27人が農
業委員会から委嘱されました。
　農地利用最適化推進委員は、担当区域を持ち農業委員と
密接に連携しながら担い手への農地集積・集約、遊休農地
の発生防止・解消、新規参入者の促進、農家との話し合いな
どの現場活動をすることで、農地利用の最適化の推進に取
り組みます。

した。
　農業委員は、毎月の定例総会で農地の賃借・売
買など権利移動の許可、農地転用について公正な
審議・議決を行います。

米田　正
しょうえつ

悦（77）
＝中沢＝

髙橋　末
す え じ
治（76）

＝大久保＝
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【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。 【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

岩手

　

市
は
、
令
和
４
年
度
漆
工
技

術
研
修
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
研
修
期
間
・
研
修
内
容

▼
基
礎
課
程（
２
年
）　

汁
椀
、

お
盆
、
乾
漆
製
作
、
蒔
絵
な
ど

の
制
作
実
習
を
中
心
に
、
漆
精

製
な
ど
漆
に
関
す
る
専
門
知
識

や
デ
ザ
イ
ン
実
習
な
ど

▼
専
攻
課
程（
１
年　

※
基
礎
課

程
修
了
者
、
ま
た
は
同
等
の
技

術
を
有
す
る
者
）　

漆
基
礎
技
術

を
生
か
し
た
量
産
実
習
、
販
売

実
習
、
経
理
な
ど
の
各
種
講
義
、

商
品
構
成
、
木
地
発
注
な
ど
の

実
務
を
中
心
と
し
た
研
修

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送（
必
着
）で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
募
集
要
項
や
申
込
書

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
安
代
漆

工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限　
11
月
18
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先　

安
代
漆
工

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー（
☎
72
・

２
１
１
１
・
内
線
３
９
１
０
）

漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

令
和
４
年
度
研
修
生
募
集

　
市
は
、
田
山
ス
キ
ー
場
の
臨
時

従
業
員
を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種

❶
リ
フ
ト
等
従
事
員

❷
事
務
補
助
員

■
任
用
期
間　
12
月
1
日
㈬
か
ら

４
年
３
月
31
日
㈭
ま
で　
※
積
雪

な
ど
の
自
然
条
件
に
よ
り
期
間
を

短
縮
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　
10
月
26
日
㈫

■
応
募
方
法　
会
計
年
度
任
用
職

員
登
録
申
込
書
と
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
と
履
歴
書
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
安
代
総
合
支
所

田
山
ス
キ
ー
場
で
働
く

従
業
員
を
募
集
し
ま
す

ま
た
は
田
山
支
所
か
ら
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先　

安
代
総
合
支
所（
☎
72
・

２
１
１
１
・
内
線
３
１
２
１
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
主
た
る
生

計
維
持
者
の
収
入
の
減
少
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
、
介
護
保
険
料

の
全
額
ま
た
は
一
部
の
免
除
申

請
が
可
能
で
す
。

■
減
免
対
象
者　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
た
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者

◎
全
額
免
除

主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
、
ま

た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
第
１

号
被
保
険
者

◎
一
部
を
免
除

主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
減
少

が
見
込
ま
れ
る
次
の
全
て
の
要
件

に
該
当
す
る
者

⑴
事
業
、
不
動
産
、
山
林
、
給
与

収
入
の
い
ず
れ
か
が
前
年
と
比
べ

て
30
％
以
上
減
少
す
る
見
込
み

⑵
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
種
類

の
所
得
以
外
の
前
年
の
所
得
合
計

金
額
が
４
０
０
万
円
以
下

■
対
象
保
険
料　
令
和
３
年
４
月

１
日
か
ら
４
年
３
月
31
日
㈭
ま
で

の
期
間
中
に
、
普
通
徴
収
の
納
期

限（
特
別
徴
収
は
年
金
の
支
払
日
）

介
護
保
険
料
を
減
免
可
能

が
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の

■
減
免
額
の
計
算
方
法　
減
免
対

象
保
険
料（
Ａ
×
Ｂ
÷
Ｃ
）×
減
免

割
合（
Ｄ
）で
計
算
さ
れ
た
額

Ａ
…
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険

料
額

Ｂ
…
第
１
号
被
保
険
者
の
属
す
る

世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
減

少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業

収
入
な
ど
の
前
年
所
得
金
額

Ｃ
…
第
１
号
被
保
険
者
の
属
す
る

世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
前

年
の
合
計
所
得
金
額

Ｄ
…
❶
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

２
１
０
万
円
以
下
↓
１
０
０
％
減

免
❷
２
１
０
万
円
超
↓
80
％
減
免

※
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業

な
ど
の
廃
止
や
失
業
の
場
合
は
、

前
年
の
合
計
所
得
金
額
に
関
わ

ら
ず
１
０
０
％
の
減
免
割
合
と

な
り
ま
す
。

■
提
出
書
類

①
介
護
保
険
料
減
免
申
請
書

②
減
免
調
査
同
意
書

③
収
入
申
告
書

④
添
付
書
類

・
死
亡
、
重
篤
な
傷
病
の
場
合

↓
死
亡
診
断
書
、
医
師
の
診
断

書
な
ど

・
収
入
減
少
に
よ
る
申
請
の
場
合

↓
売
り
上
げ
を
比
較
で
き
る
帳

簿
、
給
与
明
細
な
ど

・
失
業
や
事
業
廃
止
の
場
合
↓
離

職
証
明
書
、
事
業
廃
止
届
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
福
祉

課
高
齢
福
祉
係（
☎
・
内
線
１
０

８
４
）

様式は担当課で交付を受けられます

お
で
か
け
i‒

サ
ポ
開
催

　
会
員
登
録
制
に
よ
り
１
対
１
の

出
会
い
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る

い
き
い
き
岩
手
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー「
ｉ‒

サ
ポ
」の
ス
タ
ッ
フ

が
出
張
し
て
、
会
員
登
録
、
相
手

探
し
な
ど
を
す
る「
お
で
か
け
ｉ‒

サ
ポ
」を
開
催
し
ま
す
。

　
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
の

皆
さ
ん
、こ
の
機
会
に
ｉ‒

サ
ポ
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
10
月
31
日
㈰
正
午
か

ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー

ル
棟

■
新
規
入
会

▼
入
会
条
件　

20
歳
以
上
の
独

身
者
で
県
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
か
、
結
婚
後
県
内

に
居
住
で
き
る
人

▼
入
会
登
録
方
法　

入
会
申
込

書
と
本
人
確
認
書
類（
運
転
免

許
証
な
ど
）、
独
身
を
証
明
す
る

書
類
、
写
真
、
入
会
登
録
料
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
入
会
登

録
料
は
、
１
万
円
で
２
年
間
有

効
で
す
。
市
か
ら
半
額
の
補
助

が
あ
り
ま
す
。　

※
コ
ピ
ー
が

必
要
な
書
類
も
あ
り
ま
す
の

で
、
予
約
申
込
時
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

■
相
手
検
索　
パ
ソ
コ
ン
を
利

用
し
て
、希
望
条
件
に
合
っ
た
相

手
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
検
索
し
、

会
っ
て
み
た
い
人
を
選
び
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法　
10
月
28
日

㈭
ま
で
に
ｉ‒

サ
ポ
盛
岡（
☎

０
１
９
・
６
０
１
・
９
９
５
５
）

に
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福
祉

課
福
祉
総
務
係
（ 

☎ 

・
内
線

１
１
１
４
）

令
和
３
年
度
八
幡
平
市

芸
術
祭
を
中
止
し
ま
す

　

市
芸
術
祭
実
行
委
員
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
芸
術
祭
の
開
催

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
し

た
が
、
出
演
者
や
出
展
者
、
観

覧
す
る
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
と
安
全
の
確
保
が
最
優
先

と
考
え
、
舞
台
部
門
・
展
示
部

門
と
も
に
中
止
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
芸
術
祭

実
行
委
員
会
事
務
局（
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課
生
涯
学
習
係
内
）

（
☎
・
内
線
１
１
４
２
）

サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
に

掲
載
希
望
団
体
を
募
集

　
市
内
で
活
動
、活
躍
す
る
団
体・

サ
ー
ク
ル
・
チ
ー
ム
な
ど
で
、
活

動
を
知
っ
て
ほ
し
い
、
会
員
を
募

集
し
た
い
な
ど
の
情
報
を
発
信
し

ま
せ
ん
か
。

　
な
お
、
同
コ
ー
ナ
ー
未
掲
載
の

団
体
に
限
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課

広
報
広
聴
係
（
☎
・
内
線

１
２
０
３
）

　

市
は
、
２
０
２
２
年
版
岩
手

県
民
手
帳
、
能
率
手
帳
を
販
売

し
ま
す
。

■
価
格

▼
県
民
手
帳（
７
０
０
円
）

▼
能
率
手
帳（
８
０
０
円
）

■
販
売
期
間　
10
月
15
日
㈮
か

ら
４
年
１
月
20
日
㈭
ま
で

■
販
売
窓
口　
市
役
所
総
務
課
、

西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
、
田

山
支
所

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務

課
情
報
統
計
係（
☎
・
内
線

１
２
４
４
）

県
民
手
帳
と
能
率
手
帳
を

市
役
所
で
購
入
で
き
ま
す
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◆養育費用の支給
　里親になり子どもを養育している人には、子ど
もの養育費（生活費など）が支給されます。このほ
か養育里親と専門里親には、手当が支給されます。
◆問い合わせ先
地域福祉課児童福祉係または県福祉総合相談セン
ター（☎019-629-9608）

子育てＮＥＷＳ
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1101

◆里親とは
　親の事故や病気などの事情により家庭での生活
が困難な子どもを自分の家庭に迎え入れ、温かい
愛情と正しい理解を持って養育する人のことです。
　児童福祉法に基づいて県がお願いするもので、
希望する人は定められた研修を受講し、県福祉総
合相談センターと市の職員が家庭訪問をして認定
します。
◆里親の現状
　国では、これまで施設で養育してきた子どもた
ちを、より家庭的な環境の中で養育させたいとい
う方針ですが、現在の里親に登録している世帯数
では対応が困難であるとされています。
　県内では３年４月1日現在で193世帯（当市で
は２世帯）が登録していますが、より多くの家庭の
協力が望まれています。

里親ってどんな制度？里親ってどんな制度？

保健のひろば
　
市
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
予
防
接
種
は
発
症
す
る
可
能
性
を

低
減
さ
せ
、
発
症
し
た
場
合
に
は
重

症
化
を
防
ぐ
こ
と
に
有
効
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
助
成
対
象
接
種
期
間

　
10
月
1
日
㈮
か
ら
４
年
1
月
31
日

㈪
ま
で

■
対
象
者
と
回
数
、
助
成
額
な
ど

　
下
表
の
通
り（
対
象
者
の
う
ち
、

生
活
保
護
受
給
者
に
は
全
額
助
成
）

■
予
診
票
の
申
請
と
交
付

▼
満
65
歳
以
上
の
人
に
は
、
市
か
ら

予
診
票
を
送
付（
接
種
期
間
中
に
65

歳
に
な
る
人
に
は
誕
生
月
の
月
末
こ

ろ
に
送
付
）し
ま
す
。

▼
そ
れ
以
外
の
対
象
者
は
、
10
月
１

日
以
降
に
次
の
窓
口
で
申
請
し
て
予

診
票
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
窓
口

　
健
康
福
祉
課
、
西
根
・
安
代
各
総

合
支
所
、
田
山
支
所

■
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

▼
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。
委
託
医
療
機
関
は
予
診
票
に
記

載
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
前
に
し
っ
か
り
対
策

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
前
に
し
っ
か
り
対
策

　
　
　

　
　
　~~

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す~~

健康福祉課健康推進係 ☎・内線1095

▼
入
院
や
施
設
入
所
な
ど
に
よ
り
市

外
で
接
種
す
る
場
合
は
、
事
前
に
手

続
き
が
必
要
で
す
。
健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対象者 回数
(上限)

助成額
（1回につき）

予診票の申請に
必要なもの

満１歳以上の幼児
（生年月日：Ｈ27.4.２～Ｒ２.12.31） ２回 2,500円

母子健康手帳小学生 ２回 1,000円
中学生 １回 1,000円
満60～64歳で次のいずれかに該当する人
▶心臓、呼吸器、腎臓に障がい（身体障害
者手帳１種１級程度）がある
▶ヒト免疫不全ウイルスにより重度の免
疫低下をきたしている

１回 2,200円 身体障害者手帳

満65歳以上の人 １回 2,200円 ―

表　３年度インフルエンザ予防接種の対象者と回数、助成額など

種類 内容

養育里親
さまざま事情により家庭で暮らせない子
どもを、一定期間、自分の家庭で養育する
里親

専門里親
養育里親のうち、虐待、非行、障害などの
理由により、専門的な援助を必要とする子
どもを養育する里親

養子縁組を希
望する里親

養子縁組によって、子どもの里親となるこ
とを希望する里親

親族里親
実親の死亡、行方不明などにより養育でき
ない場合に、祖父母などの親族が子どもを
養育する里親

◆里親の種類

県福祉総合相談センターでは「里親出前講座」を開いて
います。参加者が少数でも出向きますので、興味があ
る人は問い合わせてください。

感
染
防
止
に
取
り
組
む

事
業
者
を
支
援
し
ま
す

　

市
内
で「
い
わ
て
飲
食
店
安
心

認
証
制
度
」に
よ
る
認
証
を
取
得

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
に
取
り
組
む
事
業

者
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
認
証
制
度
の
利
用
促
進
を
図

り
、
市
内
飲
食
店
の
事
業
継
続
を

支
援
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
要
件　
「
い
わ
て
飲
食

店
安
心
認
証
制
度
」に
よ
る
認
証
を

取
得
し
、市
内
に
店
舗
を
有
す
る
法

人
ま
た
は
個
人
事
業
者

■
補
助
額　
１
店
舗
に
つ
き
10
万

円（
１
店
舗
1
回
限
り
）　
※
複
数

店
舗
の
認
証
に
よ
る
上
限
50
万
円
。

■
申
請
期
間　
12
月
28
日
㈫
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

商
工
労
政
係（
☎
・
内
線
１
３
１
７
）

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

広
告
・
協
賛
の
お
願
い

　
令
和
４
年
２
月
６
日
㈰
か
ら
10

日
㈭
ま
で
の
５
日
間
、
第
71
回
全

国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
開
か

れ
ま
す
。

　
開
催
に
あ
た
り
、関
係
機
関・関

係
団
体
の
補
助
金
や
負
担
金
を
い

た
だ
き
、
華
美
に
な
ら
ず
質
素
な

中
に
も
心
の
こ
も
っ
た
大
会
に
な

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
、
運
営

費
の
捻
出
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
本
大
会
の
趣

旨
を
理
解
い
た
だ
き
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
広
告
の
掲
載
、
協
賛
金
へ

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
発
行
部
数　

２
５
０
０
部

（
１
３
２
ペ
ー
ジ
程
度
）

■
規
格　
カ
ラ
ー
、モ
ノ
ク
ロ（
Ａ

４
判
縦
と
じ
）

■
配
布
先　
（
公
財
）全
国
高
等
学

校
体
育
連
盟
、（
公
財
）全
日
本
ス

キ
ー
連
盟
、
報
道
関
係
者
、
競
技

役
員
、
選
手
団
ほ
か

■
申
し
込
み
方
法　
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
広
告
原
稿

を
添
え
て
、
第
71
回
全
国
高
等
学

校
ス
キ
ー
大
会
実
行
委
員
会
に
郵

送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
11
月
30
日
㈫

■
原
稿

▼
原
寸
大（
実
物
大
）で
、
追

加
挿
入
文
章
な
ど
の
作
成
を
せ

ず
、
ダ
イ
レ
ク
ト
印
刷
が
で
き

る
も
の

▼
特
殊
書
体
、
デ
ザ
イ
ン
原
稿
、

ロ
ゴ
な
ど
は
清
刷
な
も
の

■
納
入
方
法

▼
申
込
時
に
納
入
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、銀
行
振
込
の
場
合
は
、

区分 種別 掲載紙面 規格 金額

広告料

A－１ 本文中 カラー 1面 100,000円
A－２ 本文中 モノクロ 1面  50,000円
A－３ 本文中 モノクロ 1/2 面  30,000円
A－4 本文中 モノクロ 1/4 面  20,000円
A－5 本文中 モノクロ 1/8 面  10,000円

協賛金 Ｂ－１
事業者名また
は氏名のみ

モノクロ ー   3,000円

■広告料、協賛金一覧

申
し
込
み
後
直
ち
に
振
込
先
に
振

り
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

■
振
込
先

▼
金
融
機
関　
岩
手
銀
行

▼
支
店
名　
平
舘
支
店　

▼
口
座
種
類　
普
通

▼
口
座
番
号　
２
０
８
９
９
６
５

▼
口
座
名
義　
第
71
回
全
国
高
等

学
校
ス
キ
ー
大
会
実
行
委
員
会
会

長
木
村
克
則（
ダ
イ
ナ
ナ
ジ
ユ
ウ

イ
ツ
カ
イ
ゼ
ン
コ
ク
コ
ウ
ト
ウ
ガ

ツ
コ
ウ
ス
キ
ー
タ
イ
カ
イ
ジ
ツ
コ

ウ
イ
イ
ン
カ
イ
）　

■
問
い
合
わ
せ
先　

同
実
行

委
員
会（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

新型コロナウイルス感染症が
疑われる場合の相談先

■発熱など症状がある場合
▶かかりつけ医がいる場合は、かかりつ
け医に電話相談する。
▶かかりつけ医がいない場合や夜間・休
日で相談先に困る場合は、受診・相談セ
ンターに電話相談する。
■発熱など症状がない場合
▶全般的な相談は、一般相談窓口に電話
相談する。
■相談先
▶受診・相談センター（☎ 019-651-
3175）
▶一般相談窓口（☎ 019-629-6085）

（
☎
74
・
２
１
１
１
、
フ
ァ
ク

ス 

74
・
２
１
１
５
、
メ
ー
ル 

71ski-interhigh@city.
hachimantai.lg.jp

）
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
八幡平こどもクリニック（☎75-2632） かづの厚生病院（☎23-2111）
八幡平市立病院（☎76-3111） 福永医院（☎35-3117）
平舘クリニック（☎74-3120） 小坂町診療所（☎29-5500）

なかのクリニック（☎22-7335）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）

年金相談（要予約） 11月11日㈭
10：00～15：30 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎019-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1063 ）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に
支障を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しま
しょう。
※　新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により変更の可能性がありますので、最新情報は盛岡市医師会のウェブ
サイトで確認してください。

岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎76-3111）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 毎週水曜日　　　　　10：00～
心臓・血管外科 第２・4木曜日　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　14：00～
脳神経外科 第１木曜日　　　　　14：00～
神経内科 第３木曜日　　　　　10：00～

安代診療所（☎72-3115） 内科 第２・4木曜日　　　午前中
※　八幡平市立病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、
次回から予約受診になります。
※　診療日は祝日等により前後の週に変更する場合があります。電話で事前確認願い
ます。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
つぐみ薬局（☎76-2900） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
大更調剤薬局（☎70-1320） 日本調剤薬局（☎30-1193）
白樺薬局（☎74-3363） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
リリィ薬局西根店（☎78-8560） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎30-0080）
すみれ薬局（☎78-8075）

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。
10月18日〜11月14日

毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

市税納期（納期限11月30日）　固定資産税（第4期）、国民健康保険税（第5期）市税納期（納期限11月1日）　市県民税（第３期）、国民健康保険税（第4期）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日
■田頭コミセン＝干支のくる
み絵講座　9：00～12：00
■まちづくり推進課＝定例行
政相談　9：30～12：00（市役所本
庁舎）
■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（大更コミセ
ン）
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（安代地区体育館）
■寺田コミセン＝子どもま
つり　13：00～16：00
■図書館＝日本近代史を学ぶ
会　13：30～15：30

■図書館休館日
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（市役所多目的ホール棟）
■体育協会＝骨盤体操教室　
13：30～14：30（市総合運動公
園体育館）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■平舘コミセン＝トレッキン
グ 講 座「鯨山」　7：15～18：10

（大槌町）
■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（安代総合支
所）
■松尾コミセン＝つまみ細工
講座　10：00～12：00
■体育協会＝骨盤体操教室　
13：30～14：30（安代地区体育
館）
■寺田コミセン＝「みんなの
茶の間」講座　13：30～15：30

■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（畑コミセン）
■寺田コミセン＝▶幼児映画
会　10：00～10：30（寺田保育
所）
■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00

■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（浅沢コミセ
ン）
■健康福祉課＝子宮頸がん
検 診【 受 付 】　9：30～10：30、
13：30～14：30（市役所多目的
ホール棟）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳幼児健康
相 談・ 離 乳 食 教 室【 受 付 】　
9：30～9：40（ 市 役 所 多 目 的
ホール棟）
■松尾コミセン＝マーブル
アート講座　10：00～12：00
■体育協会＝骨盤体操教室　
13：30～14：30（市総合運動公
園体育館）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■体育協会＝骨盤体操教室　
13：30～14：30（安代地区体育
館）

■健康福祉課＝大腸がん検診
検体受取【受付】　8：30～18：00

（市役所多目的ホール棟）
■体育協会＝第15回市民秋
季グラウンド・ゴルフ交流
大 会 　 8：30～15：00（ 松 尾 総
合運動公園）

■図書館休館日（図書整理日）
■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：30～9：55（市総合運動
公園体育館）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日 ■図書館休館日 ■文化の日
■市役所閉庁日

■広報はちまんたい発行日

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）小坂町診療所▶当
番薬局（市内）白樺薬局・（鹿
角）黒沢薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■ 図 書 館 ＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
13：00～15：00（荒沢地区）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■大更コミセン＝大更ふれあ
い大学「第６回講座」　10：00～
12：00
■荒屋コミセン＝移動図書
12：00～14：30（田山地区）
■健康福祉課＝３歳児健診

【受付】　13：00～13：30（市役所
多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：50（松尾地区内）

■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：40（松尾地区内）

■田頭コミセン＝のびのび健
康体操教室　10：00～11：00
■寺田コミセン＝健康料理
教室　10：00～14：00

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■田頭コミセン＝田頭コミセ
ンまつり作品展示会　9：00～
17：00　※27日まで（最終日は
15時終了）
■寺田コミセン＝自主防災
組織研修会　13：30～15：00

■市役所閉庁日
■体育協会＝第16回市長杯
争奪市民野球大会　7：15～
16：00（市総合運動公園野球
場ほか）
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（市役所多目的ホール棟）

▶当番医（市内）八幡平こども
クリニック・（鹿角）かづの厚
生病院▶当番薬局（市内）つぐ
み薬局・（鹿角）日本調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■博物館=東北文化の日によ
り入館無料　※31日まで

■市役所閉庁日
■体育協会＝第16回市長杯
争奪市民野球大会　7：15～

（市総合運動公園野球場ほ
か）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）福永医院▶当番薬
局（市内）大更調剤薬局・（鹿
角）ファーマックスかづの薬
局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■松尾コミセン＝松尾地区ふ
れあいまつり　9：00～16：00　
※７日まで（７日は15時終了）
■ 図 書 館 ＝ え ほ ん の 会　
14：00～15：00

■市役所閉庁日
■体育協会＝第16回市クロ
スカントリー大会兼第12回
市スポーツ少年団駅伝祭り　
9：00～12：00（ 松 尾 総 合 運 動
公園）
■博物館=企画展展示解説会　
13：30～14：00

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）なかのクリニック
▶当番薬局（市内）リリィ薬局
西根店・（鹿角）ヘルシークラ
ブ厚生病院前薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝▶おはなしのじか
ん 　 11：00～11：30、 14：30～
15：00▶Tom＆Tam Story 
Time　15：00～15：30

■市役所閉庁日
■マイナンバー本庁窓口休日
臨時開庁　9：00～12：00（市民
課）
■体育協会＝第48回市男女混
合バレーボール大会　9：00～
12：00（市総合運動公園体育館）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）かづの厚生病院▶
当番薬局（市内）すみれ薬局・

（鹿角）ファーマックスかづの
薬局
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的の企業や団体からのお知らせは、広告枠をご利用ください。

アマチュア無線技士の 
免許を取得しませんか

　七時雨アマチュア無線クラブで
は、第３級アマチュア無線技士養
成課程講習会を開きます。
■日時　11月７日㈰午前９時から
午後６時半まで
■場所　西根地区市民センター
■受講料　12,950円
■申込期限　11月1日㈪
■申し込み・問い合わせ先　同ク
ラブ・澤口（☎090-7075-7972）

介護・看護・保育の 
就職相談会を開催

　盛岡公共職業安定所では、介
護・看護・保育分野に就職を希望
する人を対象に、福祉の仕事就職
フェアを開きます。費用は無料で事
前に申し込みが必要です。
■日時　10月20日㈬午後1時半
から３時半まで
■場所　ホテルメトロポリタン盛
岡本館
■内容　福祉施設との個別面談
■問い合わせ先　ハローワーク盛
岡職業紹介第一部門人材確保対策
コーナー（☎019-624-8902）

精神障がいを支える 
家族のための相談会

　(特非)県精神保健福祉連合会で
は、統合失調症などの精神障がい
の人を支える家族を対象に、同じ
立場の家族が相談に応じる個別相
談会を２会場で開きます。
◎ふれあいランド岩手
■日時　11月12日㈮、12月10日
㈮、４年1月14日㈮、２月４日
㈮、３月11日㈮のいずれも午前10
時から午後1時まで
◎盛岡市総合福祉センター
■日時　10月26日㈫、11月30日
㈫、12月21日㈫、４年1月25日
㈫、２月22日㈫、３月22日㈫のい
ずれも午後1時から５時まで
◎申し込み・問い合わせ先　同
連合会事務局（☎019-637-7600）
火・木・金曜日の午前９時から
午後４時まで

手続きでお困りでは？ 
行政書士による相談会

　県行政書士会では、相続、遺
言、各種許認可手続き、土地の
活用、自動車関連、各種契約書
の作成など、毎日の暮らしや事
業に関わる手続きについて、無
料電話相談会を開きます。
■日時　10月15日㈮、20日㈬のい
ずれも午後1時から４時まで
■相談の電話番号　0120-973-
308
■問い合わせ先　同会事務局（☎
019-623-1555）

被災家屋等太陽光発電 
設備導入費補助金制度

　県では、東日本大震災津波の被
災者が、新たに太陽光発電システ
ムを設置する場合に、経費の一部
を補助しています。詳しくは、県
ホームページで「太陽光補助金」と
検索してください。
■申請期限　４年３月10日㈭必着
■問い合わせ先　県環境生活企画
室（☎019-629-5271）

いわて花巻空港の定期便 
10月31日からダイヤ改正

　いわて花巻空港の定期便のダイ
ヤが10月31日㈰から改正されま
す。同空港からは、札幌、名古屋、
大阪、神戸、福岡への直行便が運
航されています。詳しい運航情報
は、直接各航空会社に問い合わせ
てください。

労働安全衛生法に基づく 
出張特別試験を行います

　（公財）安全衛生技術試験協会東
北安全衛生技術センターでは、出
張特別試験を行います。
■試験日　12月11日㈯
■会場　いわて県民情報交流セン
ター（アイーナ）
■種類　❶二級ボイラー技士❷第
一種・第二種衛生管理者
■試験手数料　6,800円
■申請先　❶東北安全衛生技術セ
ンター❷（公財）岩手労働基準協会
■申請期間　10月11日㈪から19
日㈫まで　※簡易書留による郵送
のみ
■問い合わせ先　同センター（☎
0223-23-3181）

年金制度と国民の橋渡し役 
年金委員を募集しています

　日本年金機構では、年金委員を
募集しています。年金委員は厚生
労働大臣の委嘱により、会社や地
域において公的年金制度の啓発、
相談、助言などの活動を行う民間
協力員です。活動内容は、自治会
や町内会での公的年金関連のパン
フレットの配布や近隣住民への各
種手続きの助言や相談です。活動
に係る経費は日本年金機構が全額
負担します。
■問い合わせ先　盛岡年金事務所
総務課（☎019‒623‒6211）

林業界従事者のための 
退職金制度があります

　林業退職金共済制度（林退共）
は、林業界で働く人のために国が
作った退職金制度です。事業主が
従事者の働いた日数に応じて掛け
金となる共済証紙を共済手帳に貼
ることで、従事者が林業界を辞め
たときに林退共から退職金を受け
取ることができます。
▶掛け金は税法上、法人では損金、
個人では必要経費となります。▶
掛け金の一部を国が免除します。
▶退職金は事業主が変わっても企
業間を通算して計算されます。
■問い合わせ先　（独）勤労者退職
金共済機構林業退職金共済事業本
部（☎03-6731-2889）

岩手の医療を支える 
県立病院職員を募集

　県医療局では、県立病院職員採
用試験を行います。
■職種　看護師、助産師
■試験日　12月５日㈰
■申込期間　10月中旬から11月
24日㈬まで
■問い合わせ先　同医療局職員課
（☎019-629-6322）

年金生活者支援給付金 
請求手続きはお早めに

　年金生活者支援給付金は、公的
年金などの収入やその他の所得額
が一定基準額以下の年金受給者の
生活を支援するために、年金に上
乗せして支給されます。
■対象者　❶老齢基礎年金を受給
している人で、次の要件を全て満
たしている人▶65歳以上▶世帯員
全員の市民税が非課税▶年金収入
額とその他所得額の合計が約88万
円以下❷障害基礎年金・遺族基礎
年金を受給している人で、前年の
所得額が約472万円以下の人
■請求手続き　▶対象者には、日
本年金機構からお知らせを送付し
ているので、同封のはがき（年金
生活者支援給付金請求書）に記入
し、提出してください。４年1月
４日までに請求手続きが完了する
と、10月分からさかのぼって受給
できます。▶年金を受給し始める
人は、年金の請求手続きと併せて
年金事務所または市役所で請求手
続きをしてください。
■問い合わせ先　給付金専用ダイ
ヤル（☎0570-05-4092）

９月15日から11月15日は 
秋の農作業安全期間です

　県では、秋の収穫時期を迎えた
この期間に農作業事故防止運動を
展開しています。農作業に従事す
る際は、次のことを心掛け、事故
防止に努めましょう。
▶家族に作業場所と帰宅時間を知
らせる。▶トラクターは安全フ
レームを装着し、運転者はシート
ベルト・ヘルメットを着用する。
▶農業機械の日常的・定期的な点
検・整備を行う。

岩手県の最低賃金が 
時間額8 2 1円に改正

　岩手県最低賃金が10月２日か
ら時間額821円に改正されまし
た。県内で働くパートタイマー、
アルバイトなどを含む全ての労働
者に適用されます。最低賃金を下
回っている場合は、発効日以降の
時間額が821円以上となるように
是正する必要があります。このほ
か産業別最低賃金にも注意してく
ださい。最低賃金の改正に伴い、
業務改善助成金、雇用調整助成金
などの制度を拡充、充実させてい
ますので、活用してください。
■問い合わせ先　岩手労働局労働
基準部賃金室（☎019-604-3008）

ひとり親家庭の悩み事 
無料で相談に応じます

　（一社）県母子寡婦福祉連合会で
は、ひとり親家庭の親などを対象
に、離婚や親権、養育費などにつ
いて、弁護士による無料法律相談
を行います。
■日時　11月５日㈮午前10時か
ら午後３時まで
■場所　西根地区市民センター
■申し込み・問い合わせ先　同連
合会（☎019-623-8539）

農業などの被害対策 
狩猟免許試験を実施

　県では、狩猟免許試験を行いま
す。狩猟や有害鳥獣捕獲などをす
るためには狩猟免許が必要で、網
猟免許、わな猟免許、第一種銃猟
免許（装薬銃）、第二種銃猟免許（空
気銃）の４種類があります。
■日時　12月12日㈰午前９時か
ら午後５時まで
■場所　岩手大学理工学部1号館
■受験手数料　1種類につき
5,200円（他の狩猟免許を所持し
ている人は3,900円）
■申請期間　10月25日㈪から11
月26日㈮まで
■問い合わせ先　県自然保護課

（☎019-629-5371）

建設現場労働者のため 
退職金制度があります

　建設業退職金共済制度（建退共）
は、建設現場で働く人のために国
が作った退職金制度です。事業主
が労働者の働いた日数に応じて掛
け金となる共済証紙を共済手帳に
貼ることで、労働者が建設業界を
辞めたときに建退共から退職金を
受け取ることができます。
▶経営事項審査で加点評価の対象
となります。▶掛け金の一部を国
が助成します。▶掛け金は法人で
は損金、個人では必要経費として
税法上全額非課税となります。▶
掛け金はインターネットを利用し
た電子申請の納付も可能です。▶
退職金は事業主が変わっても企業
間を通算して計算されます。
■問い合わせ先　建退共県支部

（☎019-622-4536）

■問い合わせ先　県農産園芸課
（☎019-629-5708）
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【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（8月届け出分）

■人口の動き【8月31日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,954（－6） 6,335（－8）
松 尾 5,466（－10） 2,447（＋4）
安 代 4,026（－12） 1,783（－1）
合 計 24,446（－28） 10,565（－5）
男 性 11,768（－12）
女 性 12,678（－16）

出生 14 死亡 32
転入 24 転出 34

項 目 8月 1月からの累計

人身事故 0（2） 6（15）
物損事故 25（36） 265（293）
負 傷 者 0（5） 7（19）
死 者 0（0） 0（3）
飲酒運転 1（0） 2（2）
火 災 0（1） 5（5）
救 急 119（117） 847（849）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

19

◆個人戦で初代王者、団体戦でベスト16に輝く
　令和３年度全国高等学校総合体育大会相撲競技は
８月６日から８日まで、新潟県糸魚川市民総合体育
館で開かれ、個人戦、団体戦と平高相撲部が目覚ま
しい活躍を見せました。
　個人戦では、今年度から新設された体重別戦100㌔
級で、工藤佳

け い た

太選手（1年）が県勢64年ぶりとなる全
国制覇を達成しまし
た。長い相撲となった
初戦、工藤選手は相手
の猛攻を必死にこら
え浴びせ倒しで勝利。
勢いに乗り勝ち上が
りました。大接戦と

なった準決勝は立ち合いから相手に攻め込まれなが
らも投げの打ち合いに持ち込み、小手投げ。審判か
ら物言いがつく際どい勝負となりましたが、一瞬の
差で勝利しました。決勝戦は落ち着いて相手を突き
落とし、1年生ながらも初代王者となりました。
　続く団体戦では、予選を全勝で突破し、迎えた決
勝トーナメント一回戦。先鋒工藤煌

き ら と

斗選手が粘って
勝つと、中堅田村昂

こうだい

大選手、副将伊藤憂
ゆう

選手は勢い
のある相撲で勝ちました。２回戦では、優勝した鳥
取城北高校と戦い、大将の工藤晃

こ う た

太選手が意地を見

インターハイで平高相撲部が躍進！

せ1勝したものの敗北
し、ベスト16に。1、２
年生のみで構成した成
長途中のチームは、こ
の経験を胸にさらなる
活躍を誓いました。個人戦で優勝した工藤佳太選手 立ち合いに臨む工藤晃太選手
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っ
た
と

思
い
ま
す
。

★
こ
れ
か
ら
の
目
標
と
将
来
の
夢

　
全
国
三
連
覇
を
目
指
し
ま
す
。

将
来
は
教
員
に
な
り
、
後
進
の
指

導
に
力
を
い
れ
て
、
指
導
者
と
し

て
相
撲
を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
。

相撲部

工藤 佳
け い た

太さん
（普通科1年：盛岡河南中出身）

仲間とともに切磋琢磨しあいながら成長を続ける
平高相撲部

個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしております。
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地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

博物館博物館だよりだより

図書館図書館だよりだより

M U S E U M

L I B R A R Y

博物館　TEL 63-1122

 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

　手のひらサイズの小さな鉢を使
った、多肉植物やサボテン、コー
デックスなど室内で楽しめる植物
を紹介しています。
　部屋の環境に合った植物の選び

◆新着ピックアップ
『小さな鉢からはじめる 長く楽しむお部屋の植物』

著／境野 隆祐、出版社／日東書院本社

◆啄木の本の寄贈されました
　八幡平市在住で、IBCラジオの人気番組「石川啄木う
たごよみ」のパーソナリティーを務める啄木ソムリエ山
本玲子さんから、自身が昨年
出版した『石川啄木トレビア
ンなお話』など４種類の図書
の寄贈を受けました。館内で
展示・貸し出ししています。

タイトル 出版
石川啄木トレビアンな
お話 ツーワンライフ

啄木うた散歩 盛岡出版コミュニ
ティー

サルとヒトと森（絵本） （特非）森びとプロジェ
クト委員会

啄木と明治の盛岡 川嶋印刷

方や育て方のほか、インテリアとしての飾り方のコ
ツをイラストや写真を使って解説しています。あな
たもグリーンパートナーを探して、植物のある暮ら
しを楽しみませんか。

企画展「縄文の祈りのかたち」を開催中

　当館で開催中の企画展『縄文の祈りのかたち』の展
示資料を紹介します。
◆遺物から感じる縄文時代の祈り
　北海道・東北北部では、縄文時代に大小の石を円
形に巡らせて作り上げられたモニュメント・環状列
石（ストーンサークル）などの遺跡が多く残ってお
り、遺跡からは不思議な形をした土偶や石

せきぼう

棒などの
遺物が多く出土します。これらの遺物は、主に祭

さ い し

祀
のために作られたものと考えられ、現在よりも自然
と密接に共生していた縄
文人が、祈りを捧げるこ
とで自然災害や気候変
動、病気やけがを遠ざけ
るために使っていたと考
えられています。

　昭和28年に慶応義塾大学が発掘調査をした縄文時
代晩期（今から約2800年前）の遺跡「松尾釜石環状列
石」でも、土偶や円盤状土製品、円盤状石製品など祭
祀に関わる遺物が数多く出土しました。企画展では、
松尾釜石環状列石で発掘された後頭部が大きく開い
いた土偶をはじめ、市内の遺跡から見つかった遺物
58点を展示しています。多彩な造形を通じて、遺物
に込められた縄文時代の祈りを感じてください。
　

 松尾釜石環状列石（約13㍍）

松尾釜石環状列石から
出土した後頭部の開い
た土偶（左）と背面（上）

祭祀や儀礼に使用し
ていたとされる円盤
状の土製品

Vol.89

Vol.58

マーブルアート愛好会

◎活動何年目？きっかけは？
　結成４年目です。田頭コミセンまつりでマーブ
ルアートのワークショップをしたときに、参加者
から「もっといろいろな物を作ってみたい」という
声が多く上がり、愛好会を立ち上げました。
◎活動の内容は？
　マーブルアートは、盛岡発祥でビー玉とワイ
ヤーで作るクラフトです。天候や時間帯、季節
によって見え方が変わるビー玉を、どのように

メンバー７人（９月8日現在）
会長：川村 寿美子＝薬師＝

組み合わせればよい
か考えながら作品作
りをしています。毎月
テーマを変えて、季節
に合わせた作品作り
を心掛けて活動して
います。

◎活動の魅力は？
　部屋のアクセサリーとして飾って見ても楽し
いですが、作ることも楽しいのが魅力です。同じ
形のものを作っていても、ビー玉の色や組み合わ
せによって全く違う雰囲気のものになり、世界に
一つだけの物を作れるというのも魅力です。作品
を完成させたときは、とても幸せな気持ちで思
わず笑顔になります。
◎今後の展開は？
　10月に開催予定の田頭コミセンまつりに展示
する作品作りに力を入れています。多くの人に見
てもらい、マーブルアートの魅力を知ってもらい
たいです。
◎活動日・場所は？
　月に1回程度午後1時から３時まで田頭コミュ
ニティセンターで活動しています。興味がある人
はぜひ見学・体験にきてください。
■問い合わせ先　田頭コミュニティセンター（☎
76-2521）、川村（090-1370-1482）キーフックを制作する会員

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
、
移
住
を
検
討

し
て
い
る
人
か
ら
個
別
相
談

を
受
け
る
こ
と
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、八
幡

平
市
で
の
暮
ら
し
を「
春
は
山

菜
、
夏
は
登
山
や
川
遊
び
、
秋

は
き
の
こ
狩
り
、冬
は
ス
キ
ー

な
ど
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
そ
う
」、「
大
自
然

の
中
で
自
分
の
時
間
を
有
意

義
に
使
っ
た
生
活
が
で
き
る

た
め
移
住
を
考
え
て
い
る
」と

魅
力
的
に
感
じ
て
い
る
声
が

多
く
、私
も
移
住
し
て
ま
だ
数

年
で
す
が
、と
て
も
誇
ら
し
く

思
い
ま
す
。

市
の
魅
力
を
多
く
の
人

に
伝
え
る
手
段
と
し

て「
は
ち
ま
ん
た
い
通
信
」で

情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

７
月
にY

ouT
ube

に
投
稿

し
た「
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
・

ル
ワ
ン
ダ
選
手
団
の
選
手
村

へ
の
お
見
送
り
」動
画
は
、
再

生
回
数
が
１
万
２
千
回
を
超

え
、
多
く
の
人
に
見
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
、
す
ご
く
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

今
後
も
、
移
住
を
考
え
て

い
る
人
に
市
の
魅
力
な

ど
、よ
り
よ
い
情
報
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
に「
は
ち
ま
ん
た
い

通
信
」な
ど
を
通
じ
て
発
信
し

て
い
き
ま
す
の
で
、チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

12日間の合宿を終え、市役所を訪れた選手たちを出
迎えた様子を配信しました

今月の担当

吉田 裕
ゆ う か

香 さん
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２0２）

防
災
行
政
無
線
は
放
送
後
24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
68
・
７
３
１
３
）※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

松尾鉱山の仕事を紹介し、架空式索
道の模型などを展示する企画展を開
催（11月３日まで、松尾鉱山資料館）

平舘で工房を営む髙村麻里さんを講
師に迎え、陶芸講座を開催。完成は
10月上旬（8月19日、松尾コミセン）

集中しながら手を動かす生徒たち

自然と関わり視野広げる
松尾中１年生が地元農家で農業体験

　松尾中は９月８日、農業への関心を深めることを
目的とした農業体験を行い、1年生25人が５つの班
に分かれて野菜の選別や収穫などを体験しました。
　（農）サンロードではピーマンの収穫や袋詰めなどを
体験。生徒たちは、大きさや形の異なる中から一袋の
重さが一定になるように丁寧に量り、袋詰めしました。
　伊勢梗

きょうた

太さんは「きれいに袋に入れるのが難しい。自
分たちが収穫した野菜が、誰かの食卓に並ぶんだと実
感した」と学びを深めていました。

持久力と負けん気で勝負（６年男子1,000㍍）

テンポよく飛び越えゴール目指す（６年女子80㍍ハードル）

練習の成果競い記録狙う
市小学校陸上競技会が2年振りに開催

　第16回市小学校陸上競技会は９月８日、市総合運
動公園多目的運動広場で開かれ、市内の小学５、６
年生が日々の練習の成果を競い合いました。
　トラック、フィールドの２競技で学年・男女別に
計28種目を実施。児童たちは大会新記録や自己ベス
ト更新を目指して全力で競技に臨みました。
　６年女子800メートルで1位になった安代小の小山田
凛
り の ん

音さんは「練習の成果を出せた。1位になれてうれ
しい」と声を弾ませて喜びました。

（一社）市体育協会がシェイプアップ
運動教室を開催。音楽に合わせて体
を動かす（8月19日、市総合運動公園）

防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1265
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1261

　
毎
年
10
月
11
日
は「
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
日
」で
す
。
こ
の
日
か
ら
20
日

ま
で
の
10
日
間
で
令
和
３
年
秋
の
全
国
地

域
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
運
動
の
重
点
項
目
は
次
の
三
つ
で
す
。

❶
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う

　
鍵
か
け
は
一
番
簡
単
で
、
と
て
も
効
果

的
な
防
犯
対
策
で
す
。
家
だ
け
で
な
く
、

車
や
自
転
車
、
農
機
具
、
小
屋
な
ど
に
も

鍵
を
か
け
、盗
難
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

県
内
で
は
、
訪
問
販
売
に
関
す
る
被

害
や
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

悪
質
な
業
者
が
勝
手
に
家
に
上
が
り
こ

み
、
物
を
売
り
つ
け
る
事
案
も
あ
り
ま

す
の
で
、
在
宅
中
も
玄
関
や
勝
手
口
に
鍵

10
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で

秋
の
全
国
地
域
安
全
運
動

防 犯

防
災
マ
ッ
プ
確
認
で

防
災
意
識
を
高
め
よ
う

防災

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

❷
特
殊
詐
欺
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
岩
手
署
管
内
で
の
特
殊
詐
欺
の
被
害
届

け
は
、８
月
末
時
点
で
12
件
あ
り
ま
し
た
。

▼
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
関
連
会
社
を
装
っ
た
偽
メ
ー

ル
で
、
未
払
い
料
金
を
支
払
う
よ
う
に
求

め
ら
れ
た
。

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
係
者
を
装
っ
て
家
族
構
成
を

聞
き
出
そ
う
と
す
る
電
話
や
電
子
マ
ネ
ー

な
ど
の
管
理
番
号
を
聞
か
れ
た
。

　

不
審
な
メ
ー
ル
や
電
話
は
相
手
に
せ

ず
、警
察
や
家
族
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

犯
人
か
ら
の
電
話
を
直
接
受
け
な
い

こ
と
が
被
害
を
防
止
し
ま
す
。
在
宅
時

で
も
留
守
番
電
話
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

❸
な
が
ら
見
守
り
を
し
ま
し
ょ
う

　

登
下
校
の
時
間
に「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
し
な
が
ら
」、「
花
の
水
を
や
り
な
が

ら
」な
ど
生
活
に
合
わ
せ
て
無
理
の
な

い
見
守
り
活
動
を
し
ま
し
ょ
う
。
日

暮
れ
も
早
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
白
や

黄
色
の
明
る
い
色
の
衣
類
や
反
射
材
を

着
用
し
て
、
交
通
事
故
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

　
市
は
、
市
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
な

ど
を
災
害
か
ら
守
る
一
助
と
し
て
、
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
に
は
、

自
分
の
住
む
町
の
災
害
危
険
性
を
知
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ち

の
状
況
、
災
害
に
関
す
る
正
し
い
知
識
、

情
報
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
防
災
マ
ッ
プ
に
は
、
土
砂
災
害
危
険
個

所
や
浸
水
想
定
区
域
、
平
成
25
年
９
月
の

台
風
災
害
の
浸
水
区
域
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、市
が
指
定
す
る
避
難
所
、

非
常
持
出
品
や
日
頃
か
ら
家
庭
で
取
り
組

め
る
防
災
対
策
な
ど
も
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

　
突
然
や
っ
て
く
る
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
、
防
災
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、
防
災
活

動
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
防
災
マ
ッ
プ
の
改
訂
を
し
て
い

ま
す
。
新
し
い
防
災
マ
ッ
プ
は
、
令
和
４

年
３
月
に
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

市役所のはたらきを知る
平舘小３年生が社会科見学で市役所を訪問

　平舘小３年生の児童18人が８月31日、社会科の学
習の時間で市役所を訪れ、市役所の仕事や市内の土
地の使われ方などを学びました。
　児童たちは、どんな仕事をしているのか説明を聞
きながら、市長室や市議会議場、事務室などを見学。
市長室では、田村正彦市長に「仕事をしていて楽しい
ことは」など積極的に質問し、その答えに耳を傾けて
いました。髙橋優

ゆ み ね

美音さんは「いろいろな仕事をして
いてすごいと思った」と理解を深めました。市長室で田村市長（右）の話を聞く児童たち

大更・大更第二・東大更・平笠の児童
が書いた手紙を老人クラブに送る
（９月９日、（特非）あそぼっこ）

八幡平市・宮古市姉妹都市締結15
周年記念碑除幕式を挙行（９月12
日、宮古市役所）

課題や目標知り介護予防
令和３年度の「ココトレ！運動教室」がスタート

　短期集中の介護予防プログラム「ココトレ！運動
教室」は９月２日、市役所多目的ホール棟で開かれ、
体の衰えを予防しようと13人が参加しました。
　高齢者の生活機能維持が目的。東八幡平病院の理
学療法士で、講師を務める及川真人さんは「運動の楽
しさを知り、習慣化できるように参加者一人一人と
関わります」と熱意を語りました。
　教室は全８回で、体力測定や運動・栄養指導、認知
症講話などにより一体的に生活機能の改善を図ります。 柔軟やバランス、立ち座りなどで現在の体力を確認

西根中３年の工藤ほのかさんがわ
たしの主張北岩手地区大会で最優
秀賞を受賞（8月31日、西根中）

職場体験記事を作った佐々木穂
ほ の

さ
ん。「広報の仕事は大変でした」と語
りました。（９月７日、市役所）

相撲競技個人体重別戦で、優勝し
た工藤佳太さん（右２）ら平高相撲
部員が表敬訪問（8月19日、市役所）

火災現場を想定して放水訓練に挑む松浦さん

なりたい自分への第一歩
西根一中の生徒が職場体験学習を実施

　西根一中の２年生26人が９月７、８の両日、地域の仕
事を知り将来への視野を広げる目的で、市内外11カ所
で職場体験学習を行い、仕事への理解を深めました。
　八幡平消防署では、生徒1人が規律訓練や放水訓練
などを体験。暑い中、防火衣を着装しての訓練に苦戦し
ながらも、将来の夢に向かって真剣に取り組みました。
　松浦かりんさんは「防火衣は重かった。放水では、
水圧に負けないように踏ん張った。将来は人のため
になる仕事に就きたい」と意気込みました。最終走者にたすきをつなぐ西根中の生徒

仲間にたすきをつなぐ
第22回岩手地区中学校駅伝競走大会で力走

　第22回岩手地区中学校駅伝競走大会は９月1日、
雫石総合運動公園で開かれ、参加した12校の選手た
ちが優勝を目指し、駆け抜けました。
　男子６区間（18.5㌔メートル）、女子５区間（13.7㌔メートル）で
たすきをつなぎ、各校の選手たちは、日頃の練習の成
果を発揮し、持てる力を出し切りました。
　西根中が男女ともに、４位入賞。岩手地区の代
表として花巻市で10月に開かれる県大会に臨み
ます。　

思い思いの発見を絵に描き、最優秀賞を受賞した児童

農業の発見描く絵画展
農業体験子ども絵画展表彰式を実施

　（特非）七時雨いきいきネットワークは８月23日、農業
体験子ども絵画展表彰式を市役所で行い、約225点の中
から選ばれた最優秀賞の６人に賞状が手渡されました。
　作品は、同法人が運営する８学童保育クラブに通
う児童が同クラブで体験した花や野菜を育てる活動
をテーマに描いたもの。照井陽

ひ な

菜さん（寄木小２年）
は「農業体験は楽しかった」と笑みをこぼしました。
　６人の審査員によって最優秀賞６点・優秀賞10点・
佳作10点が選ばれています。

集めた義援金を菊池総務部長に手渡しする生徒会長佐藤さん

被災地想い義援金募る
西根中が熱海市豪雨災害に義援金

　西根中生徒会は８月23日、静岡県熱海市で発生し
た豪雨被災地を支援するため、生徒や教職員から
募った義援金を日本赤十字社県支部に寄託しました。
　生徒会長と副会長２人が代表して同支部の菊池望
総務部長に手渡し。募金活動は生徒会の発案で実施
し、３日間で３万8,512円が寄せられました。
　生徒会長の佐藤茶

ち ゃ め

芽さんは「報道で被災状況を見て
少しでも力になればと思い、募金活動を始めた。困って
いる人のために活用してほしい」と思いを込めました。

23 22No.316 ◎2021．10.7



※�広報はちまんたい10月7日号（№316）の印刷経費は１部77.42円、 発行部数は9,871部です。経費の一部は広告料で
賄われています。広告掲載については、㈱総合広告社（☎019－626－3370）まで。

広報
Oct. 2021 No.316

令
和
３
年
10月

７
日
発
行

〒
028-7397岩

手
県
八
幡
平
市
野
駄
第
21地

割
170番

地
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
https://www.city.hachimantai.lg.jp

■
発
行
　
岩
手
県
八
幡
平
市
　
■
編
集
　
企
画
財
政
課

☎
0195-74-2111　

FAX0195-74-2102
■
印
刷
　
株
式
会
社
白
ゆ
り

▪
編
集
後
記

▽
齋
藤
光
星
君
の
取
材
で
初
め
て
盛
岡
農
業

高
校
に
行
き
ま
し
た
。
部
室
に
は
、
数
十
台

も
の
フ
レ
ー
ム
や
ワ
ッ
ト
バ
イ
ク
と
い
う
負

荷
調
整
機
能
の
つ
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
、
バ
ー
ベ
ル
な
ど
が
ズ
ラ
リ
。
物
珍
し
さ

に
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
に

混
じ
っ
て
無
造
作
に
置
い
て
あ
る
農
作
業
用

長
靴
。
農
業
高
校
感
、
出
て
ま
し
た
。�

 

吾〇
〇

▽
西
根
一
中
の
生
徒
が
、
広
報
公
聴
係
に
職

場
体
験
に
来
ま
し
た
。
私
も
ま
だ
ま
だ
勉
強

中
で
す
が
、
撮
影
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
伝
え

た
後
、
消
防
署
に
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
と

て
も
の
み
こ
み
が
早
く
、
取
材
や
撮
影
も
ス

ム
ー
ズ
に
進
み
、と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

何
年
か
後
に
同
僚
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
で
す
ね
。�

 

雅○
〇

【広　告】

●93●99

ス
ピ
ー
ド
生
か
し
て
東
北
の
頂
点
に
輝
く

さ
い
と
う
・
こ
う
せ
い
　
18
歳
　
＝
松
久
保
＝

第
53
回
東
北
高
等
学
校
対
抗
自
転
車
競
技
選
手

権
大
会
　
ト
ラ
ッ
ク
競
技
４
㌔
㍍
速
度
競
争

優
勝齋

藤 

光
星　
さ
ん

平成15年生まれ。盛岡農高３年、部活では
キャプテンを務める。趣味はカスタムカー
やスポーツカーなどの自動車鑑賞で、特に
トヨタの86のシャコタンがお気に入り。休
日は勉学に励み、空いた時間を自転車練習
に充てる。負けず嫌いで物怖じしない性格。

　
６
月
18
日
に
青
森
県
八
戸
市
で
開

か
れ
た
第
53
回
東
北
高
等
学
校
対
抗

自
転
車
競
技
選
手
権
大
会
４
㌔
㍍
速

度
競
争
で
優
勝
し
た
齋
藤
光
星
さ

ん
。「
決
勝
で
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
走

る
こ
と
が
で
き
た
。
先
頭
を
走
っ
て

い
た
ラ
ス
ト
１
周
、
後
続
を
完
全
に

振
り
切
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
気

持
ち
良
か
っ
た
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
自
転
車
を
始
め
た
の
は
、小
学
１
年

の
時
に
八
幡
平
市
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
団
し
た
の
が

き
っ
か
け
。
水
泳
・
自
転
車
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
・
長
距
離
走
と
練
習
を
す
る
中

で
、団
の
友
達
よ
り
も
速
く
走
れ
る
自

転
車
が
自
然
と
好
き
に
な
っ
た
。５
つ

上
の
姉
が
盛
岡
農
高
の
自
転
車
部
に

入
り
、応
援
に
行
っ
た
大
会
で
見
た
姉

の
頑
張
る
姿
と
男
子
部
員
の
力
強
い

走
り
に
心
を
打
た
れ
、同
校
へ
の
進
学

を
決
意
。厳
し
い
練
習
に
揉
ま
れ
る
中

で
、加
速
力
な
ら
先
輩
に
も
勝
て
る
と

自
己
分
析
し
、
ス
プ
リ
ン
ト
力
を
磨
い

て
ス
ピ
ー
ド
を
武
器
に
レ
ー
ス
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
鍛
え
た
。
め

き
め
き
と
ト
ラ
ッ
ク
競
技
で
頭
角
を

現
し
、
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
で
１
年
時
に

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
県
代

表
に
選
抜
、２
年
時
に
は
選
手
権
大
会

で
優
勝
を
果
た
し
た
。常
に
順
風
満
帆

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、２
年
の
７
月

に
原
因
不
明
の
体
調
不
良
で
２
週
間

寝
た
き
り
だ
っ
た
こ
と
も
。「
家
族
や

友
だ
ち
の
支
え
の
お
か
げ
で
焦
ら
ず

に
復
調
す
る
こ
と
が
で
き
た
」と
振
り

返
る
。８
月
に
福
井
県
福
井
市
で
開
か

れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、４
㌔
㍍
速

度
競
争
は
準
決
勝
で
敗
退
し
た
が
、約

１
５
０
人
が
参
加
し
た
ロ
ー
ド
競
技

で
27
位
に
。「
想
像
以
上
の
結
果
で
う

れ
し
か
っ
た
」と
悔
い
は
な
い
。

　
自
分
が
カ
ス
タ
ム
し
た
車
で
賞
を

取
る
の
が
小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
。「
自

転
車
は
続
け
る
け
れ
ど
、次
は
四
輪
の

賞
を
狙
い
た
い
」と
目
を
輝
か
せ
る
。

東北大会で勝負の仕掛けど
ころを探る齋藤さん（上）


